
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の端末装置とネットワークを介してセンタ装置と接続する為の 情報中継装置
に於いて、
　

　

前記通信回線を介した前記主系装置と前記従系装置との状態を基
に、異常個所を推定して主系装置と従系装置とのモード切替えを制御する切替制御部を設
けた
　ことを特徴とする二重化情報中継装置。
【請求項２】
　前記主系装置と前記従系装置との共有メモリを備え、前記主系装置及び前記従系装置
前記ネットワークを介して前記端末装置から緊急通報情報を受信し、前記主系装置は、前
記共有メモリに受信通報情報を書込むと共に前記センタ装置に
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二重化

一方を主系装置、他方を従系装置とした二重化情報中継装置と前記センタ装置とをロー
カル・エリア・ネットワークを介して接続し、且つ前記主系装置と前記従系装置との間で
直接的に相互の状態を監視する為の通信回線で接続し、

前記主系装置は、該主系装置と前記センタ装置との間の前記ローカル・エリア・ネット
ワークによる通信パスを形成して前記端末装置から受信した緊急通報情報を前記センタ装
置に転送し、且つ前記従系装置との間の前記ローカル・エリア・ネットワークによる通信
パスを形成して、前記端末装置から受信した緊急通報情報を前記従系装置に転送し、前記
主系装置と前記センタ装置との間の通信パスの状態と、前記主系装置と前記従系装置との
間の通信パスの状態と、

は

前記ローカル・エリア・ネ



前記従系装置は、前記共有メモ
リに受信通報情報を書込むと共に

前記主系装置 前記センタ装置に対する転送要求を行う構成を備えたことを特徴と
する請求項１記載の二重化情報中継装置。
【請求項３】
　複数の端末装置とネットワークを介して接続

　前記端末装置からの緊急通報情報を受信した前記主系装置は、
転送し、

　前記端末装置からの緊急通報情報を受信した前記従系装置は、

　且つ前記主系装置と前記センタ装置との間の
通信パス及び前記主系装置と前記従系装置との間の

通信パスの状態の監視と、前記主系装置と前記従系装置との間を直接的
に接続した通信回線による状態の監視とを基に、前記主系装置側に異常があると判断した
時に、該主系装置を従系装置のモードに、前記従系装置を主系装置のモードにそれぞれ切
替える過程を含む
　ことを特徴とする切替制御方法。
【請求項４】
　前記二重化情報中継装置の一方が、前記通信パス及び前記通信回線を介して他方が正常
状態でないと判断した時は主系装置に、又既に正常状態で動作していると判断できた時は
従系装置に、それぞれ立上げ時にモードを切替える過程を含むことを特徴とする請求項３
記載の切替制御方法。
【請求項５】
　前記センタ装置から前記端末装置への情報を、前記主系装置が受信して、該主系装置の
担当端末装置か又は従系装置の担当端末かを判定し、該主系装置の担当端末装置の場合に
、該主系装置から前記ネットワークを介して該端末装置へ情報を送信し、前記従系装置の
担当端末装置の場合に、前記主系装置から前記従系装置へ情報の転送要求を行い、該従系
装置から前記ネットワークを介して該端末装置へ情報を送信する過程を含むことを特徴と
する請求項３記載の切替制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、各種の通報監視システム等に於けるセンタシステムの二重化情報中継装置及び
切替制御方法に関する。
センサ等による一般家庭，事務所，工場等に於ける火災発生検出，ガス漏れ検出，不法侵
入検出等の場合に、センタ装置に自動通報し、センタ装置のオペレータによる操作に従っ
て、消防署，ガス会社，警察署等へ通報し、又警備員の派遣等を行うことになる。このよ
うな緊急通報システムに於ける信頼性の向上を図ることが要望されている。
【０００２】
【従来の技術】
図８は緊急通報システムの概要説明図であり、センタシステム１００は、センタ装置１０
１と情報中継装置１０２とを有し、センタ装置１０１は、通報内容の表示等を行う表示部
１０１ａと、オペレータが操作入力する入力操作部１０１ｂ等を備えている。又１０３は
各種交換機等を含む交換網、１０４はＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）、１０
５は端末装置、１０６は火災検出，ガス漏れ検出，侵入検出等のセンサを示す。
【０００３】
情報中継装置１０２は、センタシステム１００の規模に対応して複数個設けられ、交換網
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ットワークによる通信パスを介して転送する構成を備え、
前記ローカル・エリア・ネットワークによる通信パスを

介して に

し、且つセンタ装置との間をローカル・エ
リア・ネットワークを介して接続した二重化情報中継装置の一方を主系装置、他方を従系
装置とし、

前記ローカル・エリア・
ネットワークによる通信パスを介して前記センタ装置に前記緊急通報情報を

前記ローカル・エリア・
ネットワークによる通信パスを介して前記主系装置に転送して前記センタ装置への転送要
求を行い、

前記ローカル・エリア・ネットワークによ
る前記 前記ローカル・エリア・ネット
ワークによる前記



１０３やＬＡＮ１０４等のネットワークとセンタ装置１０１との間の情報の中継処理機能
を備えている。又センタ装置１０１は、複数の情報中継装置１０２を介して情報の送受信
を行い、端末装置１０５からの緊急通報情報を処理して、表示部１０１ａに表示する。
【０００４】
又センサ１０６は、各種の構成，機能のものが、一般家庭，事務所，工場等の被監視個所
に配置されて、端末装置１０５と接続されるもので、センサ１０６により、火災発生，ガ
ス漏れ発生，不法侵入等を検出すると、端末装置１０５は、自動発呼機能によってセンタ
システム１００に対して自動発呼する。交換網１０３やＬＡＮ１０４が輻輳状態や障害状
態でなければ、センタシステム１００の情報中継装置１０２が応答送出を行うから、端末
装置１０５は、通報種別や緊急発生場所等の情報を含む緊急通報情報を送信する。
【０００５】
センタシステム１００の情報中継装置１０２は、緊急通報情報を受信してセンタ装置１０
１へ転送する。又センタ装置１０１の入力操作部１０１ｂから端末装置１０５を指定した
入力情報に従って、交換網１０３やＬＡＮ１０４を介して端末装置１０５へ詳細情報の要
求や、正常性試験等を行うことができる。
【０００６】
図９は従来例の二重化情報中継装置の説明図であり、センタシステム１００は二重化構成
の情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂを設け、又端末装置１０５は、二重化構成の情報中継
装置１０２Ａ，１０２Ｂの一方に発呼し、応答無しの場合に、他方に発呼する機能を備え
ており、例えば、端末装置１０５－１から情報中継装置１０２Ａ宛にルートａの発呼を行
った場合に、交換網１０３の輻輳や障害等によって情報中継装置１０２Ａに接続できない
時は、情報中継装置１０２Ｂ宛のルートｂの発呼を行う。この場合、情報中継装置１０２
Ｂに交換網１０３を介して接続できると、端末装置１０５からは、交換網１０３と情報中
継装置１０２Ｂとを介してセンタ装置１０１に緊急通報情報を送信する。
【０００７】
同様に、端末装置１０５－２から情報中継装置１０２Ｂ宛にルートｄの発呼を行った時、
情報中継装置１０２Ａ宛のルートｃの発呼を行う。この場合、情報中継装置１０２Ａに接
続できると、端末装置１０５－２は、交換網１０３と情報中継装置１０２Ａとを介してセ
ンタ装置１０１に緊急通報情報を送信することになる。従って、二重化構成としたことに
より、一方の情報中継装置に接続できない場合でも、他方の情報中継装置に接続できる可
能性が大きいから、端末装置から緊急通報情報を送信することができる。
【０００８】
しかし、センタ装置１０１は、情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂの両方からの緊急通報情
報の受信処理を行うことにより、処理負担が大きいものとなる。そこで、センタ装置１０
１は、１個の情報中継装置を介した緊急通報情報の受信処理を行う図１０に示す構成が提
案されている。
【０００９】
同図に於いて、１０７はハードディスク等による共有メモリを示し、二重化構成の情報中
継装置１０２Ａ，１０２Ｂからアクセス可能に設けられている。そして、二重化構成の情
報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂの何れか一方が現用系、他方が予備系となる。即ち、セン
タ装置１０１は、現用系の情報処理装置のみを介した緊急通報情報の受信処理を行うこと
になる。
【００１０】
例えば、一方の情報中継装置１０２Ｂを現用系とすると、他方の情報中継装置１０２Ａは
予備系となり、端末装置１０５－１～１０５－ｎとセンタ装置１０１との間は、交換網１
０３と、現用系の情報中継装置１０２Ｂとを介して、点線矢印で示すようにパスが形成さ
れることになる。そして、共有メモリ１０７に、現用系の情報中継装置１０２Ｂで受信し
た情報を書込んで、最新情報として保持する。この情報中継装置１０２Ｂに障害が発生し
た場合、情報中継装置１０２Ａを現用系に切替え、共有メモリ１０７の内容を参照して、
処理を継続することになる。
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【００１１】
図１１はＬＡＮ接続構成の説明図であり、センタ装置１０１と、二重化構成の情報中継装
置１０２Ａ，１０２ＢとをＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）１０８を介して接
続した構成を示す。情報中継装置１０２Ａを現用系とすると、点線矢印で示すように、Ｌ
ＡＮ１０８を介してセンタ装置１０１との間の情報の送受信が行われる。又予備系の情報
中継装置１０２Ｂとの間もＬＡＮ１０８を介して情報の送受信が可能となっている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
従来例の例えば図９に示す二重化情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂの場合、端末装置１０
５は、何れの情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂに対しても緊急通報が可能である。従って
、端末装置１０５と二重化構成の情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂとの接続関係は、緊急
通報毎に異なる場合が生じる。その為、各情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂに於いて或る
端末装置１０５の最新情報を正確に管理することは困難となるから、センタ装置１０１に
於いて総ての端末装置１０５の最新情報を管理する必要がある。
【００１３】
その場合、数千台～数万台の端末装置１０５を監視する比較的大規模のセンタ装置１０１
に於いて、各端末装置１０５の最新情報を一元的に管理することは、センタ装置１０１の
処理負担が非常に大きくなる。従って、迅速な処理を必要とするセンタ装置１０１として
は適当ではない。又センタ装置１０１から見た場合、或る端末装置１０５の情報を受信す
る可能性のある情報中継装置は、絶えず複数存在することになり、従って、複数回線を監
視する必要があるから、センタ装置１０１に於ける処理負担も大きくなる。
【００１４】
又図１０に示す二重化情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂの場合、センタ装置１０１の処理
負担は、図９に示す構成に比較して低減できるが、例えば、現用系の情報中継装置に障害
が発生した場合に、予備系の情報中継装置を立上げて、これを現用系に切替えることにな
り、現用系として処理を開始するまでの間、端末装置からの緊急通報情報があっても受信
処理できない問題がある。
【００１５】
又二重化構成の情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂの一方のみが端末装置１０５からの緊急
通報情報を受信するものであるから、センタシステム１００と交換網１０３との間の緊急
通報情報を受信できる回線数は、図９に示す場合の１／２となる。即ち、回線効率が低い
問題がある。
【００１６】
又センタ装置１０１から端末装置１０５側へ制御情報等を送信する場合、現用系の情報中
継装置を介して送信することになり、現用系の情報中継装置の処理負担が大きくなる。従
って、情報中継装置１０２Ａ，１０２Ｂを、図９に示す場合に比較して能力の大きい装置
とすることになり、システムのコストアップとなる問題がある。
【００１７】
又図１１に示すＬＡＮ接続構成の場合、ＬＡＮ１０８については、×印で示す１１１，１
１２，１１３の位置の断線等の障害が発生すると、情報中継装置１０２Ａと、センタ装置
１０１との間の通信ができなくなる。又センタ装置１０１に障害が発生した場合も通信が
できなくなる。その場合に、情報中継装置１０２Ａからは、ＬＡＮ１０８の異常か、セン
タ装置１０１の異常かを判断することができない問題がある。
本発明は、前述の従来例の問題点を解決し、二重化した情報中継装置の信頼性を向上する
ことを目的とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の二重化情報中継装置は、（１）複数の端末装置とネットワークを介してセンタ
装置４と接続する為の 情報中継装置であって、
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二重化 一方を主系装置（例えば、１－０）
、他方を従系装置（例えば、１－１）とした二重化情報中継装置と前記センタ装置とをロ



通信回線５を
介した主系装置と従系装置との状態を基に、異常個所を推定して主系装置と従系装置との
モード切替えを制御する切替制御部６－０，６－１を設ける。
【００１９】
又（２）主系装置と従系装置との共有メモリ（ハードディスクＨＤＤ２－０，２－１）を
備え、主系装置及び従系装置によりネットワークを介して端末装置からの緊急通報情報を
受信し、主系装置は、共有メモリに受信通報情報を書込むと共にセンタ装置４に転送し、
従系装置は、共有メモリに受信通報情報を書込むと共に主系装置に、センタ装置４に対す
る転送要求を行う構成を備えている。
【００２０】
又本発明の切替制御方法は、（３）複数の端末装置とネットワークを介してセンタ装置４
と接続する為の二重化情報中継装置１－０，１－１の一方を、センタ装置４との間で通信
パスを形成する主系装置とし、他方を、主系装置との間で通信パスを形成する従系装置と
し、端末装置からの緊急通報情報を受信した主系装置は、センタ装置４に転送し、端末装
置からの緊急通報情報を受信した従系装置は、主系装置を介してセンタ装置４に転送し、
且つ主系装置とセンタ装置４との間の通信パス及び主系装置と従系装置との間の通信パス
の状態の監視と、主系装置と従系装置との間を直接的に接続した通信回線による状態の監
視とを基に、主系装置側に異常があると判断した時に、主系装置を従系装置のモードに、
従系装置を主系装置のモードにそれぞれ切替える過程を含むものである。
【００２１】
又（４）二重化情報中継装置１－０，１－１の一方が、通信パス及び通信回線５を介して
他方が正常状態でないと判断した時は主系装置に、又既に正常状態で動作していると判断
できた時は従系装置に、それぞれ立上げ時にモードを切替える過程を含むものである。
【００２２】
又（５）センタ装置４から端末装置への情報を、主系装置が受信して、この主系装置の担
当端末装置か又は従系装置の担当端末かを判定し、主系装置の担当端末装置の場合に、主
系装置からネットワークを介して端末装置へ情報を送信し、従系装置の担当端末装置の場
合に、主系装置から従系装置へ情報の転送要求を行い、従系装置からネットワークを介し
て該端末装置へ情報を送信する過程を含むことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施の形態の主要部説明図であり、センタシステムの主要部を示し、１－
０，１－１は二重化構成の情報中継装置、２－０，２－１は共有メモリを構成するハード
ディスクＨＤＤ、３はＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）、４はセンタ装置、５
はＲＳ２３２－Ｃ等のインタフェースによる通信回線、６－０，６－１は切替制御部を示
す。又センタ装置４は、従来例と同様に表示部や入力操作部等を備えているものであるが
、図示を省略している。
【００２４】
又共有メモリとしての一方のハードディスク２－０と、二重化構成の一方の情報中継装置
１－０とを組とし、他方のハードディスク２－１と、他方の情報中継装置１－１とを組と
し、それらの組の一方を主系装置モード、他方を従系装置モード、或いは何れか一方を単
独主系装置モードに切替えるものである。
【００２５】
そして、主系装置（例えば、情報中継装置１－０）は、ＬＡＮ３を介してセンタ装置４と
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ーカル・エリア・ネットワーク３を介して接続し、且つ主系装置と従系装置との間で直接
的に相互の状態を監視する為のＲＳ－２３２Ｃ等のインタフェースによる通信回線５で接
続し、主系装置は、この主系装置とセンタ装置４との間のローカル・エリア・ネットワー
ク３による通信パスを形成して、端末装置から受信した緊急通報情報をセンタ装置４に転
送し、且つ従系装置との間のローカル・エリア・ネットワーク３による通信パスを形成し
て、端末装置から受信した緊急通報情報を従系装置に転送し、主系装置とセンタ装置４と
の間の通信パスの状態と、主系装置と従系装置との間の通信パスの状態と、



の間で通信パスを形成するものであり、従って、点線矢印３ａ，３ｂで示すように情報の
送受信を行う。又従系装置（例えば、情報中継装置１－１）は、ＬＡＮ３を介して主系装
置との間で通信パスを形成するものであり、点線矢印３ｃ，３ｄで示すように情報の送受
信を行い、この主系装置を介してセンタ装置４との間で情報の送受信を行うことになる。
【００２６】
又ハードディスク２－０，２－１は、ＮＦＳ（Ｎ etwork　Ｆ ile Ｓ ystem ）として知られ
ているファイル共有化の管理制御方式を適用し、ＬＡＮ３を介して各情報中継装置１－０
，１－１に対して共有化して、点線矢印２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄで示すように、相互に書
込み，読出しのアクセスが可能の構成を有するものであり、同一の内容を格納し、従系装
置から主系装置にモード切替えを行った時、主系装置として直ちに処理を引き継ぐことが
できる。
【００２７】
又主系装置と、従系装置とは、切替制御部６－０，６－１により、ＬＡＮ３（１次パス）
を介してセンタ装置との間及び相互間の状態を監視し、又通信回線５（２次パス）を介し
て定期的に、点線矢印５ａ，５ｂで示すように、状態信号を送受信して相互に状態を監視
する。例えば、２次パスを介した状態信号が所定時間経過しても受信できない場合、相手
側の装置に異常が発生したと判断する。この切替制御部６－０，６－１は、情報中継装置
１－０，１－１のプロセッサ等による処理機能によって容易に実現することができる。
【００２８】
二重化構成の例えば一方の情報中継装置１－０を主系装置とした時、端末装置から緊急通
報情報を受信すると、その受信情報をハードディスク２－０に書込み、且つ従系装置とし
ての情報中継装置１－１を介してハードディスク２－１にも書込み、且つセンタ装置４へ
転送する。又従系装置としての情報中継装置１－１が端末装置から緊急通報情報を受信す
ると、その受信情報をハードディスク２－１に書込み、且つＬＡＮ３を介して主系装置と
しての情報中継装置１－０に転送する。
【００２９】
情報中継装置１－０は、受信通報情報をハードディスク２－０に書込み、且つセンタ装置
４へＬＡＮ３を介して転送する。従って、共有メモリとしてのハードディスク２－０，２
－１の内容は常に同一となり、センタ装置４は、主系装置としての情報中継装置１－０か
らの情報の受信処理を行うことになる。
【００３０】
又センタシステムを立上げた時、二重化構成の情報中継装置１－０，１－１は、切替制御
部６－０，６－１により、１次パスと２次パスとを介して相互に他の情報中継装置が正常
に立上っているか否かを判断し、自装置が立上り、他装置が立上っていない状態の時は、
自装置を主系装置のモードに切替えて動作を開始する。又自装置を立上げた時に、既に他
装置が立上って正常動作を行っている場合は、自装置を従系装置のモードに切替えて、主
系装置が保持する最新情報を従系装置に複写して、同一の内容とする。
【００３１】
又主系装置と従系装置とは、前述のように、切替制御部６－０，６－１により、１次パス
と２次パスとの状態を監視し、主系装置側では、センタ装置との間の通信パスの異常でセ
ンタ装置との間で通信ができない時に、２次パスにより従系装置が正常であるか否かを判
断でき、又従系装置側では、主系装置とセンタ装置との間の通信パスが正常であるか否か
を、主系装置との間の通信パスにより認識できると共に、２次バスにより主系装置が正常
であるか否かを判断できる。従って、従系装置は、主系装置からの要求又は自律的に、主
系装置のモードに切替えることができる。
【００３２】
又二重化構成の情報中継装置１－０，１－１は、両方で端末装置からの緊急通報情報の受
信処理を行うものであるから、センタシステムの収容回線を有効に利用することができる
。又センタ装置４に対しては主系装置が担当して緊急通報情報の転送処理を行うものであ
るから、センタ装置４は、単一回線についての監視処理で済むことになり、処理負担が軽
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減される。
【００３３】
図２は本発明の実施の形態の説明図であり、図１と同一符号は同一部分を示し、１０はセ
ンタシステム、１１は交換網、１２－１～１２－ｎは端末装置、１３はセンサを示す。
【００３４】
二重化構成の一方の情報中継装置１－０を主系装置、他方の情報中継装置１－１を従系装
置とすると、端末装置１２－１からの緊急情報は、点線矢印１１ａの経路で、交換網１１
から情報中継装置１－０に転送され、情報中継装置１－０からＬＡＮ３を介してセンタ装
置４に点線矢印１１ｂの経路で転送される。又前述のように、ハードディスク２－０，２
－１にも最新情報として書込まれる。又センタ装置４からの端末装置１２－１に対する情
報は、この端末装置１２－１が情報中継装置１－０の担当端末装置とすると、点線矢印１
１ｂ，１１ａの逆方向の経路で、その端末装置１２－１に転送される。
【００３５】
又従系装置としての情報中継装置１－１が例えば端末装置１２－ｎからの緊急通報情報を
、点線矢印１１ｃの経路で交換網１１を介して受信すると、ハードディスク２－１に受信
情報を書込み、又その受信情報を、主系装置側のハードディスク２－０にもＬＡＮ３を介
して、点線矢印１１ｄに示すように書込み、主系装置としての情報中継装置１－０に転送
依頼を行う。それにより、情報中継装置１－０は、点線矢印１１ｅの経路でＬＡＮ３を介
してセンタ装置４へ転送する。又センタ装置４から従系装置としての情報中継装置１－１
を介した端末装置１２－ｎへの制御情報等は、主系装置としての情報中継装置１－０に於
いて、従系装置としての情報中継装置１－１の担当端末装置と判定すると、情報中継装置
１－１に情報転送要求を行うことによって、前述の緊急通報情報と逆の経路を介して転送
することになる。
【００３６】
図３は本発明の実施の形態の緊急通報情報受信時のフローチャートであり、主系装置は、
端末装置からの緊急通報情報を受信すると（Ａ１）、内部処理を行い（Ａ２）、自装置の
ハードディスクＨＤＤに受信通報情報を最新情報として格納する（Ａ３）。そして、対向
装置、即ち、従系装置のハードディスクＨＤＤにも受信通報情報を格納する（Ａ４）。そ
して、内部処理を行った後（Ａ５）、センタ装置への送信情報を作成し（Ａ６）、ＬＡＮ
を介してセンタ装置との間の通信パスにより送信する（Ａ７）。
【００３７】
又従系装置は、端末装置からの緊急通報情報を受信すると（Ａ１１）、内部処理を行い（
Ａ１２）、自装置のハードディスクＨＤＤに受信通報情報を最新情報として格納し（Ａ１
３）、そして、対向装置、即ち、主系装置のハードディスクＨＤＤにも、従系装置と主系
装置との間の通信パスを介して受信通報情報を格納し（Ａ１５）、内部処理後（Ａ１６）
、情報送信依頼を主系装置に対して行う（Ａ１６）。
【００３８】
主系装置では、従系装置からの情報送信依頼により、自装置のハードディスクＨＤＤから
最新情報を読出して、センタ装置への送信情報を作成し（Ａ６）、センタ装置との間の通
信パスにより送信する（Ａ７）。なお、主系装置は、自装置のハードディスクＨＤＤに最
新情報が格納されたことを検出することにより、センタ装置への情報送信を行うこともで
きる。
【００３９】
図４は本発明の実施の形態のセンタ装置からの動作指示受信時のフローチャートであり、
主系装置が、センタ装置からの端末装置に対する動作指示情報を受信すると（Ｂ１）、こ
の端末装置を担当する情報中継装置は、主系装置か従系装置かを判定する（Ｂ２）。担当
情報中継装置が主系装置の場合、主系情報中継装置の内部処理（Ｂ３）、指定端末装置へ
の回線接続処理（Ｂ４）、動作指示情報送信（Ｂ５）として示すように、主系装置として
の情報中継装置から交換網を介して端末装置に自動発呼し、その端末装置へ動作指示情報
を送信する。
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【００４０】
又端末装置を担当する情報中継装置が従系装置の場合、主系装置は従系装置に動作指示情
報を転送し、従系情報中継装置の内部処理（Ｂ６）、指定端末装置への回線接続処理（Ｂ
７）、動作指示情報送信（Ｂ８）として示すように、従系装置としての情報中継装置から
交換網を介して端末装置に自動発呼し、その端末装置へ動作指示情報を送信する。
【００４１】
図５は本発明の実施の形態の主系装置の異常検出時のフローチャートであり、１次パス（
図１又は図２に於けるＬＡＮ３）の定期受信待ちタイマのタイムアウトか否かを判定する
（Ｃ１）。センタ装置から主系装置に対してＬＡＮを介して通信パスが形成され、定期的
な通信が行われるものであり、このパス又はセンタ装置に障害が発生すると、タイムアウ
トとなる。その場合、センタ装置との間の回線状態を再チェックし（Ｃ２）、正常か否か
を判定し（Ｃ３）、正常の場合は、従系装置側のＬＡＮの異常と判断し、主系装置のモー
ドを維持して、処理を継続する（Ｃ７）。
【００４２】
又回線状態の再チェックにより異常と判断した場合は、２次パスの状態をチェックし（Ｃ
４）、正常か否かを判断する（Ｃ５）。即ち、主系装置としての情報中継装置と従系装置
としての情報中継装置との間を直接的に接続した通信回線を介して定期的に状態を監視す
る通信を行い、相手側の装置から受信できない時に、相手側の装置の異常と判断するもの
で、２次パスによる状態が正常な場合は、従系装置は正常に動作しており、従系装置を主
系装置に切替えればセンタ装置との間で正常な通信の可能性があるから、現主系装置の再
起動処理を行う（Ｃ８）。又２次パスによる従系装置側の異常と判断した場合は、単独主
系装置のモードに遷移し（Ｃ６）、処理を継続する。
【００４３】
図６は本発明の実施の形態の従系装置の異常検出時のフローチャートであり、従系装置に
於いても、主系装置と同様に、１次パスの定期受信情報待ちタイマのタイムアウトか否か
を判定する（Ｄ１）。即ち、ＬＡＮを介して主系装置との間で通信パスを形成しているか
ら、定期的な通信が行われ、主系装置又は１次パスに異常が発生すれば、タイムアウトと
なる。このタイムアウトにより、２次パスの状態をチェックする（Ｄ２）。
【００４４】
２次パスの状態のチェック結果が正常か否かを判定し（Ｄ３）、異常な場合、即ち、相手
側の装置からの定期的な情報を受信できない場合、相手側の装置の異常と判断するもので
、この場合、主系装置に異常が発生したと判断し、従系装置は、直ちに単独主系装置のモ
ードに遷移する（Ｄ７）。
【００４５】
又２次パスの状態が正常な場合、２次パスを介して通知される主系装置とセンタ装置との
間の通信状態を参照し（Ｄ４）、正常か否かを判定する（Ｄ５）。正常の場合は、主系装
置側のみで動作可能と判断し、従系装置を再起動する（Ｄ６）。又異常の場合は、主系装
置側の異常であり、従系装置としての自装置を主系装置に遷移させれば、センタ装置との
間に通信パスを形成できる可能性があると判断し、主系装置に遷移する（Ｄ８）。この時
、主系装置側は再起動状態（図５のステップ（Ｃ８）参照）となり、主系装置は従系装置
のモードに切替えられることになる。
【００４６】
図７は本発明の実施の形態の異常検出による主系，従系切替えのフローチャートであり、
主系装置に於いて、センタ装置からの応答が得られない場合，センタ装置から通信パスが
切断された場合，センタ装置への通信ドライバが異常情報を出力した時等の異常検出か否
かを判定し（Ｅ１）、異常検出時は、リトライ送信を行う（Ｅ２）。即ち、予め設定され
たリトライ回数、メッセージをセンタ装置へ送信し、その応答の有無を判定する。
【００４７】
そして、リトライ回数オーバーか否かを判定し（Ｅ３）、オーバーした場合は、従系装置
が前述のように２次パスによる監視の結果、正常である場合、従系装置で通信パス確立の
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可能性があると判断し、従系装置に対して主系装置モードに遷移するように要求し、主系
装置はセンタ装置との間の通信パスを切断し（Ｅ４）、従系装置へ遷移する（Ｅ５）。
【００４８】
従系装置は、主系装置からの遷移要求に従って主系装置に遷移する（Ｅ１１）。そして、
センタ装置へメッセージを送信し、応答待ちとする（Ｅ１２）。そして、応答待ちタイマ
を起動し（Ｅ１３）、タイムアウトか否かを判定する（Ｅ１３’）。この場合、タイムア
ウト前にセンタ装置からの応答を受信すると、主系装置として動作を継続する。又タイム
アウトとなると、前述のステップ（Ｅ４）の場合と同様に、２次パスを利用して従系装置
が正常か否かを判断し、正常の場合は、主系装置モード遷移要求を送出し（Ｅ１４）、自
装置を従系装置に遷移させる（Ｅ１５）。
【００４９】
従って、主系装置と従系装置とに遷移することを繰り返す状態となる場合があるが、セン
タ装置との間の通信パスを形成できる状態となると、その時の主系装置により、端末装置
からの緊急通報情報をセンタ装置へ転送することができるものとなる。
【００５０】
前述のように、二重化構成の情報中継装置１－０，１－１間の異常判定として、１次パス
の状態の正常，異常と、２次パスの状態の正常，異常とを基に、切替制御部６－０，６－
１（図１参照）は、何れも正常ならば、両方の情報中継装置１－０，１－１は正常である
。又１次パスの状態が正常で２次パスの状態のみが異常であると、２次パスを構成する通
信回線５の異常と判断する。又２次パスの状態が正常で１次パスの状態が異常の場合は、
ＬＡＮ３の異常と判断し、又１次パス及び２次パスの状態が共に異常の場合は、他装置側
が異常と判断することができる。それによって、主系装置と従系装置とのモード切替えを
行うことにより、異常発生による影響を最小限に抑えることができる。
【００５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、二重化構成の情報中継装置１－０，１－１により端末装
置からの緊急通報情報を受信し、センタ装置４に対しては、主系装置モードの情報中継装
置が受信した場合は、センタ装置４との間の通信パスを介して受信通報情報を転送し、従
系装置モードの情報中継装置が受信した場合は、主系装置との間の通信パスを介して主系
装置に受信通報情報を転送し、この主系装置からセンタ装置４へ転送するもので、センタ
装置４では、単一の回線の管理で済むことから、処理負担が少なくなり、又二重化構成の
情報中継装置１－０，１－１の両方で端末装置からの緊急通報情報を受信できことにより
、収容回線を有効利用することできる利点がある。
【００５２】
そして、切替制御部６－０，６－１により、ＬＡＮ３により形成した通信パス及び通信回
線５を監視し、この通信回線５（２次パス）により主系装置と従系装置とは直接的に相互
に正常か否かを監視できるから、異常発生時には、主系装置と従系装置とのモード切替え
を行うか否かの判定を確実に行うことが可能となる。従って、緊急通報システムのセンタ
システムに適用して、信頼性を向上することができる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の主要部説明図である。
【図２】本発明の実施の形態の説明図である。
【図３】本発明の実施の形態の緊急通報受信時のフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態のセンタ装置からの動作指示受信時のフローチャートである
。
【図５】本発明の実施の形態の主系装置の異常検出時のフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態の従系装置の異常検出時のフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態の異常検出による主系，従系切替えのフローチャートである
。
【図８】緊急通報システムの概要説明図である。
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【図９】従来例の二重化情報中継装置の説明図である。
【図１０】従来例の二重化情報中継装置の説明図である。
【図１１】ＬＡＮ接続構成の説明図である。
【符号の説明】
１－０，１－１　情報中継装置
２－０，２－１　ハードディスク（ＨＤＤ）
３　ＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）
４　センタ装置
５　通信回線
６－０，６－１　切替制御部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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